
介護保険は，高齢社会を迎えて介護を要する高齢者に

対して日常生活の支援をするための公的保険制度として

平成１２年４月にスタートした．なお，「医療保険は，疾

病や機能障害に対する治療であり，介護保険は，生活機

能低下に対する予防であり，生活支援」と理解すると良

い．

開始年度は２１８万人が要介護認定を受けたが，平成２０

年度には４５５万人となり，国民のあいだに瞬く間に定着

していった．特に，軽度な要介護高齢者（要支援，要介

護１）が，倍以上の伸びを示した．介護状態になること

への予防，および介護状態の重度化予防として「介護予

防」が，当保険創設ともに掲げられたが，軽度な要介護

高齢者の増加を受け，平成１８年４月の介護保険制度改正

は，より効果的な予防重視型システムへの変換がはから

れた．現在具体的に以下の６つが介護予防サービスとし

て実施されている．

①運動器の機能向上 ②栄養改善 ③口腔機能の向上

④閉じこもり予防・支援 ⑤認知症予防・支援

⑥うつ予防・支援

口腔機能向上は，

食生活の健康を得ることから

①生活意欲の向上 ②社会参加の継続 ③日常生活動

作の維持，向上が図られる．

医学的効果として

①低栄養，脱水の予防 ②誤嚥，肺炎，窒息の予防

③う蝕，歯周病，義歯不適合の予防 ④経口摂取の質と

量が高まる．

上記の項目に貢献し得ると科学的根拠のもと認識され

たことから，平成１８年４月より介護予防サービスとして

実施されるに至った．

平成１８年４月に改定された介護予防の構成は以下の通

りである．

１．地域支援事業：一般高齢者施策（全高齢者対象）

特定高齢者施策（要介護状態にな

るおそれのある者対象）

２．予防給付（要支援１，２の軽度な要介護高齢者対

象）

今回の改訂は，平成１８年３月に作成された「口腔機能

向上マニュアル」と比較すると，関係者にはよりわかり

やすく，取り組みやすいものとなっている．

改訂のポイント

１．サービス担当職種について

専門職（歯科衛生士，看護師，言語聴覚士）と関連職

（介護職）であり，歯科医師，医師はそれらと連携し，

専門職に対してサービス実施の支援をする．

２．予防給付，介護給付における地域包括支援センタ

ー，指定介護予防支援事業所，及び居宅介護支援事

業所の留意点

（１）潜在化しやすい口腔機能のニーズを発見し，予防

効果を高めるために，介護認定調査の結果や基本

チェックリスト（表１），および医師の意見書等

の口腔関連項目を使用することが有効である．

（２）主治の医師や歯科医師からの口腔機能低下に関す

る情報提供を受ける．

３．予防給付と介護給付の期間，サービスの終了と継続

について

サービス実施前に事前アセスメント（図１）を行い，

口腔機能向上の指導管理計画（図２）を作成する．口腔

機能向上の効果は，短期間でのサービス提供では効果が

持続しないことが示されている．また，サービス実施３

ヶ月後では効果は少ないが，６ヶ月後に顕著な効果が認

められている．従って，概ね三月ごとの評価の結果，次

の①又は②のいずれかに該当する者であって，継続的に
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表１ 基本チェックリスト

（注）BMI（＝体重（kg） ÷ 身長（m） ÷ 身長（m））が１８．５未満の場合に該当とする。

No. 質問項目

回答

（いずれかに○をお

付け下さい）

１ バスや電車で１人で外出していますか ０．はい １．いいえ

２ 日用品の買い物をしていますか ０．はい １．いいえ

３ 預貯金の出し入れをしていますか ０．はい １．いいえ

４ 友人の家を訪ねていますか ０．はい １．いいえ

５ 家族や友人の相談にのっていますか ０．はい １．いいえ

６ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか ０．はい １．いいえ

７ 椅子に座った状態から何もつかまらずにたちあがっていますか ０．はい １．いいえ

８ １５分くらい続けて歩いていますか ０．はい １．いいえ

９ この１年間に転んだことがありますか １．はい ０．いいえ

１０ 転倒に対する不安は大きいですか １．はい ０．いいえ

１１ ６ヵ月間で２～３kg以上の体重減少がありましたか １．はい ０．いいえ

１２ 身長 cm 体重 kg（BMI＝ ）（注）

１３ 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか １．はい ０．いいえ

１４ お茶や汁物等でむせることがありますか １．はい ０．いいえ

１５ 口の渇きが気になりますか １．はい ０．いいえ

１６ 週に１回以上は外出していますか ０．はい １．いいえ

１７ 昨年と比べて外出の回数が減っていますか １．はい ０．いいえ

１８ 周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあるといわれますか １．はい ０．いいえ

１９ 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか ０．はい １．いいえ

２０ 今日が何月何日かわからない時がありますか １はい ０．いいえ

２１ （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない １．はい ０．いいえ

２２ （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった １．はい ０．いいえ

２３ （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる １．はい ０．いいえ

２４ （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない １．はい ０．いいえ

２５ （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする １．はい ０．いいえ
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歯科衛生士等がサービス提供を行うことにより，口腔機

能向上の効果が期待できると認められるものについて

は，継続的に口腔機能向上サービスを提供する．

①口腔清潔・唾液分泌・咀嚼・嚥下・食事摂取等の口

腔機能の低下が認められる状態の者

②当該サービスを継続しないことにより，口腔機能が

著しく低下するおそれのある者

なお，目標を達成した者，あるいは効果が認められな

いと判断した者に対しては，サービスを終了する．

４．様式の簡略化（図１，図２）

尚，改訂された介護予防マニュアルは厚生労働省の以

下のURLに公開されている．

URL：http : //www.mhlw.go.jp/topics/2009/05/tp0501-1.html
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図１ 様式例の記入例 別紙１
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図２ 様式例の記入例 別紙２
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